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巻頭言

阪大低温センター今昔物語

窪`り圭ゴ∫

"低温 セ ソ ター だ よ り"に 何 か書 くよ うに ...,.と 申 しつか り、 さて、何 を書 こ うか?と 思 いめ ぐら

す うちに 、小生 が この3月 定年 で阪 大 を去 れば 、中 之島時 代 の創設 当時、 職員 と してセ ソター を知 る研

究者 がい な くな るので は....??と 考 え、"思 い出話"を 記 す ことに した。

昭和33年10月 、大 学院 博 士課 程 の途 中で 、工学 部電 気工 学科 助手 に任官 した当 時 、"ゲ ル マニ ウム結

晶粒 界 の電 流磁 場効 果"に 取 り組 んで いて 、そ の担体 輸送 を調 べて ゆ く内 に、 粒界 面 にず ら りと並 ん で

い るはず の転移 散乱 によ る と思 わ れ る振 る舞 いを見 いだ し、 そ の確 かな実験 的 証拠 を得 るた め にヘ リウ

ム とその え点近 くまで の低 温実 験 に足 を踏 み入 れ る ことに なっ た。 幸 い に もセ ソ ターは開 設 され たば か

りで 、 ピカ ピカの新 築 で、学 内共 同利用 施設 とはい え、磁 性部 門 の伊藤(順 吉)先 生 、光 物性 部門 の石

黒 先生 、熱 物性 の関(集 三)先 生 、X線 解析 部 門の漢 辺先 生 と もっぱ ら琿学 部 の先 生 で構 成 されて い た

中に、 電気 部門 と して工 学部 か ら吹 田徳 雄先 生(後 の原子 力委 員長)の 名 の下 に、小 生 が最初 に中 之 島

に乗 り込 んで、 実験 棟 の一 隅 にマ グネ ッ トを置 かせ てい ただ いて 、実験 を開始 す る ことにな った。

さて 、実験 を始 め よ うとす る と、 電話 一本 で低 温 プ ロパー な材料 や部 品 が なん で もそ ろ う今 日か らは

想像 もつか ない い ろい ろの苦 労 が あ った。"メ タル デ ュワー"な んて もの は まだ この世 にな く、(外 国

で も)、"ガ ラス魔法 び ん"に つ いて も、大 阪 には ガ ラスの素 材 も、経験 と技術 を持 った ガ ラス加工 業

者 もい なか った ので あ る。 そ こへ伊達 先生 が東 北大 か ら着任 され、 東北 大金 研 で確 立 され てい た基礎 技

術や 材料 の 、今 で言 う"テ ク ノ ロジカル トラ ソス フ ァー"が 始 まった。 ガ ラス魔 法 び んの設 計 、試作 か

ら、 トランス フ ァー チ ュー ブや 、 リー ド線 の絶 縁物 、低 温部 の試 料周 辺 に使 うマ ウ ン ト材 は ア ク リルは

ダメで、 ポ リカー ボネー ト樹脂 な ら何 とか使 え るとか 、 リー ド線 を導 くパ イプ には川 村精 管 の ステ ソ レ

スチ ュー ブが良 い な ど等、 低温用 材 料技術 一 式が 、 日本 では仙 台 に継い で大 阪の 業者 を育 てた ので ある。

こ うした 周辺技 術 の開 発 に は伊 達 先生 を は じめ と して 、関研 の千 原先 生 、菅先 生 には ずいぶ ん お世話 に

な り、実 は こ うした実 験技 術 の情 報公 開 の場 と して、後 に"低 温 セ ンター だ よ り"が 誕 生 した よ うに思

う。

昭和35年 、電 電 公社 武 蔵 野研 究 所(現NTT)に 、 阪大 に継 いで ヘ リウム液 化装 置 が入 り、東 京 地 区

で も低温 実験 が で き るよ うにな り、 これ と前 後 して 、小生 の半 導体 の担体 輸送 に関す る研究 グルー プや、

ESR、NMRグ ル ー プ のニ ー ズが波 及 して 、国分 寺 の 日立 中研 に もヘ リウ ム液 化機 が 納入 された。 こ う

なれ ば 、 さす が は東 京地 区 で"ガ ラス魔 法 び ん"の ダ ソ科 学 、 そ してNASAの 宇 宙 科学 技 術 の副 産物

と して 、 メタル デ ュ ワー の技 術 が輸 入 され 、"液 酸 加工機"と 云 う会 社 が誕 生 し、 わ が国 の低 温 実験者

を相 手 と した業 者 が相 継 いで誕 生 した。 今思 えば ダ ソ科学 の花嶋重 春 社長 や液酸 加 工機 の 岡田社長 な ど

は、 低 温周 辺技 術 の開 発 に は、使 命感 を持 って 、採 算 を度外視 して協 力 をいた だ いた よ うに思 う。

昭 和36年9月 の 第2室 戸 台 風 は、小 生個 人 に とっては 昨年 の阪神 大震 災 に も匹敵 す るイ ソプ レッシブ
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な経験であった。中之島センターは床上まで下水の逆流で水びたし。約2週 間あまり泣 く泣くヘドロ洗

いに費やした。お陰で、ロータリーポソプの分解掃除は、今でも大学院生に大いば りで指導できる仕事

の一つである。当時、折 しも博士論文作成中であったため、東北大金研の袋井先生、そして武蔵野通研

の小林秋男特別研究室から小生の研究に救いの手がさしのべられ、両所から共同利用実験者として、そ

れぞれ数回の出張実験の便宜が共与された。当時仙台の市電用の直流電力を終電から始発までの間利用

して発生させる強確場実験 も数回にわたって利用させていただき、当時の経済事情から月に2度 以上も

大阪一仙台を往復するわけにゆかなかった小生には、チャソピオソ試料を大阪で準備して、予備実験を

一通 り済ませて出張に出かけるのに一苦も二苦労もしたが、それにも増 して、多くの立派な研究仲間が

できて、その人脈がその後の研究の発展におおいに役だったように思う。各々挙げた先生方をはじめ、

今でもお世話になっている浅井攻さんにもこの場を借りて深湛の謝意を表してこの稿を閉じる。
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